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丁寧かつ組織的な対応で小さなサインを見逃さない!!
～当たり前の取組（その６）～

例年よりも少しだけ長い４４日間の夏季休業は、みなさんにとっていかがで
したでしょうか？それぞれに自己研鑽や心身のリフレッシュが図られたことと
思います。
さて、残暑厳しい折ですが、学校生活が再開します。まずは熱中症対策等、

児童生徒や教職員のみなさんの健康管理に努めましょう。また、互いに声を掛
け合うことで小さなサインを見逃さず、「当たり前のことを当たり前にやろ
う」の観点を中心に捉えて、教育活動に取り組んでいきましょう。

いい顔・いい声・いい心で 日々の教育活動の実践を!

◇行きたい学校・安心できる学校を意識して!!

・欠席が２日間続いたら、家庭訪問を!
（本人や保護者と言葉を交わしましょう。）

・宿題等の提出は、発達段階等、個に応じた対応を!
（校内で連携し、組織的に対応しましょう。）

・学校生活のリズムに合わせて、落ち着いた生活を!
（見通しのある、具体的な指示を心掛けましょう。）

・おや？という直感を大切に!
（人間関係や服装、持ち物等、違和感を感じたら情報を共有しましょう。）

◇日常生活のメリハリを意識して!!

・あいさつを大切に!
（自分から、誰にでも、相手に聞こえる声であいさつしましょう。）

・授業を大切に!
（適切な準備と日々の振り返りを大切にしましょう。）

・言語環境を大切に!
（指導でも支援でも、相手に伝わる言葉を選びましょう。）

・自身の健康管理を大切に!
（無理のない出退勤時刻を意識しましょう。）

～小さなサインを見逃さず、当たり前の取組の積み重ねを!!～

下野市教職員の当たり前!! エコプロジェクト

ワーク・ライフ・バランスと 『節電、節水、節約』

日常生活の中にゆとりを!! ３Ｓ運動推進中

下野市学校教育課
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